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安全・安心について 
 
 

(1) 「第３期実施計画」の策定の趣旨 

・ 県では、県政運営の総合的・基本的指針を示す総合計画として、平成

24年に「かながわグランドデザイン基本構想」（以下「基本構想」とい

う。）及び「かながわグランドデザイン実施計画」を策定するとともに、

27年に「かながわグランドデザイン第２期実施計画」（以下「第２期実

施計画」という。）を策定し、様々な課題への対応を着実に進めてきた。 

・ 平成30年度に「第２期実施計画」の最終年度を迎えたことから、政策

全般について点検を行った結果、少子高齢化、グローバル化、技術革新

の動きなどに進展はあるものの、「基本構想」策定時の社会環境につい

ては、変化の傾向が継続していることが確認できた。また、国連におい

て採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念と県がこれまで進

めてきた取組みは、軌を一にするものであることも確認できた。 

・ こうしたことから、今後も現行の「基本構想」の方向性に沿って政策

を推進することとし、「かながわグランドデザイン第３期実施計画」

（以下「第３期実施計画」という。）を策定して取り組むこととした。 
 

(2) 経緯 

平成31年４月15日 総合計画審議会への諮問 

４月17日 県民意見募集等の実施（５月16日まで） 

４月19日 総合計画審議会計画推進評価部会・計画策定専門

部会（以下「部会」という。）における「第３期

実施計画（素案）」の審議 

令和元年５月17日 第２回県議会定例会 全常任委員会へ「第３期実

施計画（素案）」の報告 

５月22日 総合計画審議会における「第３期実施計画（素

案）」の審議 

５月30日 部会における「第３期実施計画（案）」の審議 

６月６日 総合計画審議会における「第３期実施計画（案）」

の審議 

６月26日 第２回県議会定例会 全常任委員会へ「第３期実

施計画（案）」の報告 

７月24日 総合計画審議会から答申 

７月30日 第３期実施計画を策定 
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(3) 「第３期実施計画」の概要 

・ 県の政策の全体像を総合的・包括的に示す「主要施策」などをまとめ

た「主要施策・計画推進編」と、喫緊の課題に対応するため先進性や発

展性などをもった重点施策を分野横断的にとりまとめ、ねらいや具体的

な取組みなどを示した「プロジェクト編」で構成する。 

ア 計画期間 

令和元年度～令和４年度（４年間） 

イ プロジェクト編の構成 
 

１ 策定に当たって 

２ プロジェクト（５つの柱と23のプロジェクト） 

柱Ⅰ 健康長寿 

１  未病      ２ 医療        ３ 高齢者 

４ 障がい児・者 

柱Ⅱ 経済のエンジン 

５ エネルギー   ６ 産業振興      ７ 観光 

８ 農林水産 

柱Ⅲ 安全・安心 

９ 減災      10 治安        11 安心 

柱Ⅳ ひとのチカラ 

12 男女共同参画  13 子ども・青少年  14 学び・教育     

15 文化芸術    16 スポーツ       17 雇用 

柱Ⅴ まちづくり 

18 地域活性化   19 多文化共生      20 協働連携       

21 自然          22 環境        23 都市基盤 

３ かながわグランドデザインとＳＤＧｓ 

４ 神奈川の戦略 

(1) ヘルスケア・ニューフロンティアの推進   

(2) 人生100歳時代 

(3) ロボットと共生する社会の実現 

(4) ともに生きる社会かながわの実現 

(5) 地方創生の推進 

(6) マグネット・カルチャーの推進 
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(7) グローバル戦略の推進 

(8) 未来社会創造 

５ 計画推進のための行政運営 

(1) ＩＣＴ・データの利活用 

(2) 持続可能な行政サービスの提供 

(3) 多様な担い手との連携 

(4) クロスによる施策展開 

(5) 戦略的な広報の実施 

６ プロジェクトの指標・ＫＰＩ 

７ プロジェクトと主要施策との関係 

参考 神奈川をとりまく状況 

 

ウ 主要施策・計画推進編の構成 
 

主要施策 

１ 政策分野別の体系     ２ 地域別の体系 

Ⅰ エネルギー・環境     ○ 川崎・横浜地域圏 

Ⅱ 安全・安心        ○ 三浦半島地域圏 

Ⅲ 産業・労働        ○ 県央地域圏 

Ⅳ 健康・福祉        ○ 湘南地域圏 

Ⅴ 教育・子育て       ○ 県西地域圏 

Ⅵ 県民生活 

Ⅶ 県土・まちづくり 

計画推進 

１ 計画の進行管理 

２ 個別計画・指針 

３ プロジェクト事業費 

 

付属資料 

かながわグランドデザイン第３期実施計画の策定経過 

神奈川県総合計画審議会答申 

神奈川県総合計画審議会委員名簿 

県民参加などの概要 
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(4) 柱Ⅲ「安全・安心」にかかるプロジェクトについて 

 

＜趣旨＞ 

自助・共助・公助の連携をさらに推進し、大規模地震などの自然災害

等への対策、犯罪や交通事故などの治安上の課題への対応、県民のくら

しの不安の解消などに取り組むことにより、安全で安心してくらせる神

奈川を実現します。 

 

PJ９ 減災（第３期実施計画 プロジェクト編 32ページ） 

～災害に強いかながわ～ 

＜背景とねらい＞ 

豪雨や台風による土砂災害や、洪水、高潮など、風水害に

よる甚大な被害が全国各地で発生しています。また、神奈川

では、切迫性が懸念されている南海トラフ地震や首都直下地

震などの地震や津波、さらに火山噴火への対策も必要です。 

そこで、災害発生時に県民や観光客などのいのちを守るた

め、地震災害対策推進条例に基づく自助・共助の取組みを促

進するほか、防災関係機関の災害対応力の強化や、河川、土

砂災害防止施設の整備、上下水道施設の耐震化などの防災・

減災対策に継続的に取り組み、災害に強いかながわをめざし

ます。 

＜具体的な取組み＞ 

・自助・共助の取組みの促進 

・災害対応力の強化 

・災害に強いまちづくり 

 

PJ10 治安（第３期実施計画 プロジェクト編 34ページ） 

～犯罪や事故のない安全で安心なまちづくり～ 

＜背景とねらい＞ 

少子高齢化が進展する中、高齢者を狙った特殊詐欺や子ど

も・女性に対する犯罪の被害は依然として後を絶たず、また、

コミュニケーションやビジネスにおける情報通信技術の活用

が不可欠となる中でサイバー空間における脅威が増大してい

ます。 

加えて、ストーカーや、配偶者からの暴力、児童虐待など、

個人的な関係や家庭内などの私的領域で生じる事案に対して



 

- 5 - 

も、一人ひとりの安全を確保していくために、的確な対処が

必要です。 

そこで、犯罪の抑止・検挙活動の強化、人身安全関連事案

に対する的確な対処を行うとともに、安全で快適な交通環境

を整備することにより、県民が安全で安心してくらせる地域

社会の実現をめざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・県民に不安を与える犯罪の抑止・検挙 

・交通事故の防止 

 

PJ11 安心（第３期実施計画 プロジェクト編 36ページ） 

～日常生活における安心の実現～ 

＜背景とねらい＞ 

県内の刑法犯認知件数は減少していますが、高齢者を狙っ

た特殊詐欺が多く発生するなど、県民のくらしへの不安は依

然として高いことから、地域における防犯活動の活性化をは

じめとした県民が犯罪に遭わないための対策が必要です。そ

して万一犯罪などに遭われた場合には、早期に平穏な日常生

活を取り戻すための支援が必要です。 

また、悪質商法の被害など消費者トラブルの未然防止や成

年年齢の引下げに伴う消費者教育の充実も重要です。 

そこで、犯罪の起きにくい地域社会づくりの取組みを推進

するほか、犯罪被害者などへの支援や、消費者トラブルへの

対応など、県民が安心してくらせる社会の実現をめざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・犯罪などの起きにくい地域社会づくり 

・犯罪被害者などへの支援 

・消費者トラブルへの対応と未然防止に向けた取組み 

 

 


